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パリ協定の目標達成のための国内制度への
政策提言と対話

神戸市灘区水車新田における都市型小水力
発電による地域活性化

イベントを開催する 7 回

今年度計画の達成度 40 ％

目標達成度 40 ％
知識の提供・普及啓発
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活動内容と成果
気候変動に関する国際動向について分析しながら日
本の気候変動・エネルギー政策やグリーンリカバ
リーに関する提言・情報発信・政府との対話に取り
組んだ。幅広い市民団体やユースグループと協議し、
署名キャンペーン「あと4年・未来を守れるのは今」
にも協力した。
CAN-Japanでは、1.5℃目標のために2050年実質ゼ
ロの目標設定を日本政府に要請してきた。2020年10
月、菅総理が2050年までのカーボンニュートラル宣
言を表明したことは、一歩前進だ。だが、2030年目標
や対策の強化など課題は山積している。

活動内容と成果
● 持続可能な地域社会実現をテーマとして、セミナー、
フォーラム各1回開催（参加延べ人数121人、賛同メッ
セージ多数）
●環境関連イベントのWEBでの開催に参加
　①ひょうごユースecoフォーラム
　②「ふれあいフェスティバル」in阪神北
　 （新型コロナウイルス禍においてもWEB上でわれわ
れの活動の認知度が向上できた）
● 小水力発電設備を設置する敷地を里山林として維
持・管理し、学びの場として有効活用する方法につい
て神戸大学黒田教授の指導を受け検討を開始
●国、県、市の関連許認可機関からの許認可を取得できた

課　題
現行の気候・エネルギー政策をパリ協定に整合する
ように抜本改正する動きは国内ではほとんどみられ
ない。1.5℃目標に整合するよう対策の強化が必要で
ある。

目　標
日本政府において、パリ協定1.5℃目標に整合的な、
気候変動に係る政策が導入されること。

課　題
再生可能エネルギーは環境への影響が少なく、地球
の環境問題解決に寄与することを地域住民各自が理
解し、自ら地球温暖化防止に資する行動をするよう
になることが重要。

目　標
小水力発電によるクリーンな電力が利用されること
で都市近郊における低炭素地域づくりに貢献し、地
域資源が有効活用されている。
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■苦労した点
新型コロナウイルス禍により、COP
などの国際会議が中止になったた
め、活動計画の修正を迫られた。

■工夫した点
新型コロナウイルス禍にあわせ、オ
ンラインでの情報発信やウェビナー
企画などを強化した。

■苦労した点
① 新型コロナウイルス感染拡大の影
響で環境イベントが開催されず
② 国、県、市の関連許認可機関との
協議に時間と労力を要した

■工夫した点
①WEB開催に参加
②根気強く交渉を実施

2021年はG7・G20サミット、COP26グラスゴー会議など気候変動に関する重要な
イベントが目白押しである。新型コロナウイルス禍の状況に臨機応変に対応しな
がら、今後もタイムリーな提言に取り組む。

国、県、市の関連許認可機関からの許認可は取得でき、設置工事もほぼ予定通り進
んでいる。今後は、「小水力発電設備並びに設備設置敷地の活用構想づくりと実践」
に重点を置いて活動する。
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ウェブセミナー「トランプからバイデンへ」ウェブセミナー「トランプからバイデンへ」

自然エネルギフォーラム終了後集合写真自然エネルギフォーラム終了後集合写真

協力する署名キャンペーン「あと4年」協力する署名キャンペーン「あと4年」

設備設置敷地内でのキノコ栽培活動設備設置敷地内でのキノコ栽培活動

イベントの延べ参加者数 121 人

小水力発電設置賛同割合 90 %

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 70 ％

 日本全域

 兵庫県神戸市


